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広島町並み今昔
※会員の皆さんがお持ちの広島東税務署管内の
　古い写真をご提供ください。

昭和27年、当初は厚生省により開所、広島市が運営受託していた。
よって名称も社会保険広島市民病院だった。
（写真は昭和38年1月）（写真提供：広島市公文書館）

昭和27年、当初は厚生省により開所、広島市が運営受託していた。
よって名称も社会保険広島市民病院だった。
（写真は昭和38年1月）（写真提供：広島市公文書館）

新型コロナウイルス感染症に対する闘いに、社会を挙げて尽力しているなか、

最前線で昼夜を問わず働いてくださっている医療従事者の方をはじめ、

社会活動の維持に尽力いただいているすべての方へ感謝を込めて

「ありがとう。」

新型コロナウイルス感染症に対する闘いに、社会を挙げて尽力しているなか、

最前線で昼夜を問わず働いてくださっている医療従事者の方をはじめ、

社会活動の維持に尽力いただいているすべての方へ感謝を込めて

「ありがとう。」

平成15年に受託を解除して、現在の広島市立広島市民病院になった。
（写真は昭和53年7月）（写真提供：広島市公文書館）
平成15年に受託を解除して、現在の広島市立広島市民病院になった。
（写真は昭和53年7月）（写真提供：広島市公文書館）

平成15年から平成20年にかけて建物の増改築及び耐震補強などを
行なった。平成26年運営主体が広島市から地方独立行政法人・
広島市立病院機構へ変更された。

平成15年から平成20年にかけて建物の増改築及び耐震補強などを
行なった。平成26年運営主体が広島市から地方独立行政法人・
広島市立病院機構へ変更された。
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第
10
回 

通
常
総
会
開　
催

■
６
月
４
日　
　
■
も
み
じ
銀
行
本
店

　

6
月
4
日
も
み
じ
銀
行
本
店
に
お
い

て
、第
10
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
来
賓
や
多
く
の
会
員
を

迎
え
開
催
す
る
と
こ
ろ
、
本
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
少
人
数
（
理
事
8
名
）
の

出
席
者
と
委
任
状
・
議
決
権
行
使
書
に

よ
り
、
議
案
2
件
が
審
議
・
可
決
さ
れ
、

3
件
の
報
告
事
項
が
な
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
野
坂
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
各
方
面
に
出

て
き
て
お
り
、
税
制
に
関
す
る
と
こ
ろ

で
も
何
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
の
手

く
て
は
い
け
な
い
。
財
政
の
健
全
化
も

大
事
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全

力
で
雇
用
を
守
り
、
広
島
の
経
済
を

守
っ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
当
会
が
公
益
法
人

化
し
て
10
期
目
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

今
後
の
事
業
活
動
は
更
に
公
益
性
を
高

め
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る

経
営
者
の
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
が
、
一
月
経
て
ば
何
ら
か
の

形
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
各
委

員
会
、
女
性
部
会
・
青
年
部
会
、
各
支

部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
中
で

逐
次
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
事
業
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
て
、
閉
会
さ
れ
た
。

　

通
常
総
会
の
審
議
事
項
及
び
報
告
事

項
は
次
の
と
お
り
。

【
審
議
事
項
】

　

１　

��

2
0
1
9
年
度
決
算
報
告
承
認

の
件

　

２　
��

辞
任
に
伴
う
理
事
1
名
選
任
の

件

【
報
告
事
項
】

　

１　

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告

　

２　

2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

　

３　

2
0
2
0
年
度
収
支
予
算
書
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続
き
や
そ

の
支
給
と

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度

が
う
ま
く

連
動
し
て

い
な
い
。

欧
米
の
例

に
倣
い
、

納
税
と
給

付
の
シ
ス

テ
ム
の
連

携
・
充
実

に
向
け
、

法
人
会
と

し
て
も
働

き
掛
け
な
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功
労
者
表
彰

◆��

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合

功
労
者
表
彰

石
井　

正
博　
　

東
広
島
食
糧（
企
）

大
野　
　

徹　
　

㈱
大
野
石
油
店

小
野
木
哲
也　
　

㈱
ヒ
ロ
コ
ー

森　
　

昭
英　
　

シ
ン
セ
イ
㈱

◆��

一
般
社
団
法
人
広
島
県
法
人
会
連
合

会　

会
長
表
彰

實
田　

泰
之　
　

㈱
ジ
ツ
タ
中
国

竹
内　
　

剛　
　

竹
内
装
飾
㈱

山
本　

昌
宏　
　

山
本
設
備
工
業
㈱

�

◆��

公
益
社
団
法
人　

広
島
東
法
人
会

●
会
員
増
強
功
績
者

　

�

感
謝
状
贈
呈
者

〈
中
国
税
理
士
会
〉

中
国
税
理
士
会
広
島
東
支
部

〈
取
扱
会
社
〉

《
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
》

泉
理
恵
、
岩
田
佐
恵
子
、
大
島
か
お
り
、

大
塚
京
子
、
大
町
都
美
恵
、
岡
田
留
美

子
、
村
上
美
穂（
以
上
、
推
進
員
）

《
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
》

岡
勝
、原
篤
史（
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
）、

國
光
和
雄（
㈱
ア
ド
バ
ン
）、
三
浦
誠

（
エ
ー
ス
ガ
ー
ド
）

●
功
績
者
表
彰

《
公
益
社
団
法
人　

広
島
東
法
人
会
》

石
井
正
博
・
東
広
島
食
糧（
企
）、
市
原

洋
三
・
Ｔ
＆
Ｔ
タ
ウ
ン
フ
ァ
ー
マ
㈱
、

岩
田
直
美
・
イ
ワ
タ
ハ
ウ
ス
㈱
、
内
田

弘
之
・
㈱
ナ
ガ
ト
、
大
内
茂
稔
・
関
西

タ
ク
シ
ー
㈱
、
大
武
慶
介
・
㈱
エ
ス

テ
ィ
、
大
藤
秀
範
・
河
中
電
業
㈱
、
小

川
嘉
彦
・
㈱
い
と
や
、
小
野
木
哲
也
・

㈱
ヒ
ロ
コ
ー
、
奥
芝
隆
・
三
吉
屋
食
品

㈱
、
奥
田
耕
一
・
㈱
河
崎
組
、
越
智
基

浩
・
広
越
㈱
、
香
川
基
吉
・
㈱
福
屋
、

岸
田
洋
美
・
㈱
中
栄
、
久
保
田
育
造
・

㈱
久
保
田
本
店
、
河
野
則
秀
・
下
岸
建

設
㈱
、
佐
藤
正
樹
・
㈱
サ
ン
ネ
ッ
ト
、

實
田
泰
之
・
㈱
ジ
ツ
タ
中
国
、
下
岸
俊

夫
・
下
岸
建
設
㈱
、
下
岸
宏
靖
・
下
岸

建
設
㈱
、
田
中
秀
和
・
田
中
電
機
工
業

㈱
、
田
室
名
保
美
・
た
む
ろ
木
材
カ
ン

パ
ニ
ー
㈱
、
中
岡
弘
夫
・
㈱
ナ
カ
オ
カ
、

長
沼
毅
・
長
沼
商
事
㈱
、
畠
田
延
志
・

㈱
ネ
オ
ビ
ル
ド
、
森
昭
英
・
シ
ン
セ
イ

㈱
、
若
林
伸
治
・
㈱
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ

ビ
、
㈱
広
島
銀
行　

本
店
営
業
部
、
曙

支
店
、
牛
田
支
店
、
銀
山
町
支
店
、
温

品
支
店
、
白
島
支
店
、
八
丁
堀
支
店
、

広
島
駅
北
口
支
店
、
広
島
東
支
店
、
戸

坂
支
店
、
三
川
町
支
店
、
広
島
県
信
用

組
合　

本
店
営
業
部
、
広
島
市
信
用
組

合
、
広
島
信
用
金
庫　

本
店
営
業
部
、

愛
宕
支
店
、
牛
田
支
店
、
八
丁
堀
支
店
、

広
島
駅
前
支
店
、
㈱
も
み
じ
銀
行　

本

店
営
業
部

●
福
利
厚
生
制
度
推
進
功
績
者
表
彰

今
西
寛
文　

㈱
今
西
製
作
所

大
内
茂
稔　

関
西
タ
ク
シ
ー
㈱

田
中
秀
和　

田
中
電
機
工
業
㈱

野
坂
文
雄　

㈱
も
み
じ
銀
行

山
本
昌
宏　

山
本
設
備
工
業
㈱

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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会　　　長 野坂　文雄 ㈱もみじ銀行

副
会
長

青 年 部 会・
駅前・大州 田中　秀和 田 中 電 機

工 業 ㈱
税制・白島・
基 町 ・
八 丁 堀・幟

長沼　　毅 長沼商事㈱

研修・中山・
戸坂・牛田 香川　基吉 ㈱ 福 屋

女 性 部 会・
国泰寺・竹屋 奥芝　　隆 三吉屋食品㈱

広 報 ・
本通・中町 小川　嘉彦 ㈱ い と や

組 織 藤広　　稔 ㈱広島銀行

厚 生 ・
東 部・ 光 大内　茂稔 関 西

タクシー㈱
総 務 ・
新天地・流川 越智　基浩 広 越 ㈱

監　　　　　事
山根　勝正 広 島 市

信 用 組 合

濱田　宏明 広 島 県
信 用 組 合

委
員
長

研 修 德納　　剛 福德技研㈱

総 務 大武　慶介 ㈱エスティ

組 織 實田　泰之 ㈱ジツタ中国

厚 生 今西　寛文 ㈱今西製作所

広 報 福田　寿文
㈱ フ ク ダ
グローバル
建 築 設 計

税 制 黒木　敬介 ノ ワ ー ル
税理士法人

部
会
長

青 年 部 会 小川　洋右 ㈱千歳屋商店

女 性 部 会 石井　智子 ㈱ 二 葉

支
部
長

中 山 下岸　俊夫 下岸建設㈱

東 部 榎本　暢之 ㈲エノモト

光 大谷　博国 ㈱にしき堂

駅 前 小野木哲也 ㈱ヒロコー

大 州 石井　正博 東 広 島
食 糧 （企）

白 島 三吉　吉三 ㈱ 広 島
ホームテレビ

基 町 大野　　徹 ㈱大野石油店

八 丁 堀 斎藤　　周 日成産業㈱

幟 山本　茂樹 ㈱大進本店

本 通 髙田　　諭 ㈲たかた屋

中 町 佐藤　正樹 ㈱サンネット

法人会役職 氏　　名 法　人　名 法人会役職 氏　　名 法　人　名

支
部
長

新 天 地 中岡　弘夫 ㈱ナカオカ

流 川 大野　昌志 ㈱ 体 育 社

国 泰 寺 吉村　大輔 ㈲吉村葬祭

竹 屋 森　　昭英 シンセイ㈱

戸 坂 竹内　　剛 竹内装飾㈱

牛 田 奥田　耕一 ㈱ 河 崎 組

理
　
事

中 山 江坂　則之 ㈱お墓の江坂

東 部 川村　　聡 ア ー ル
ジ ェ イ ㈱

光 中野　信博 ㈱カルフート

駅 前 淺田　慶子 山 陽 空 調
工 業 ㈱

大 州

内田　弘之 ㈱ ナ ガ ト

荻野　祐史 荻野鉄工㈱

松井　伸輔 ㈱ＡＮＤＢ

大方幸一郎 ㈱大方工業所

基 町
青野　重信 ㈲ 広 美

モータース

永尾　次郎 ㈱中国放送

八 丁 堀 市原　洋三 Ｔ＆Ｔタウン
ファーマ㈱

幟

横田　泰行 ㈲横田印房

先小山英夫 ㈱広島リバー
サイドホテル

楠田　一夫 旭東建材㈱

松田　哲也 ㈱広島マツダ

新 天 地
世良　茂雄 ㈱フタバ図書

久保田育造 ㈱久保田本店

国 泰 寺 舛本　宏史 広島信用金庫

竹 屋 大藤　秀範 河中電業㈱

戸 坂 中村　達宏 ㈲みかげ石材

牛 田
山内　恭輔 つばめ交通㈱

山本　昌宏 山 本 設 備
工 業 ㈱

顧　問
望月　成二 ヱビス電工㈱

市川　順一 ㈱ＩＣＨＩ
Ｋ Ａ Ｗ Ａ
※青文字は新任

2020年度　公益社団法人　広島東法人会　役員名簿
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
広
島
東
税
務
署
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
西
岡
で
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
被

害
・
影
響
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
申
告
手
続

き
や
納
付
手
続
き
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
の

措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

野
坂
会
長
を
は
じ
め
、
公
益
社
団
法
人
広
島
東
法

人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に

対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
広
島
東
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
様
々

な
税
の
啓
発
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
租

税
教
育
活
動
で
は
、
昨
年
、
女
性
部
会
に
よ
る
「
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
一
昨
年
を
上
回

る
17
校
の
児
童
か
ら
応
募
総
数
1
、1
9
1
名
と
大

変
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
ま
た
、
青
年
部
会
で
は

小
学
校
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
青
年
部
会
員
が

講
師
と
な
り
、
ク
イ
ズ
形
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
た
租
税
教
室
の
開
催
に
取
り
組
ま

れ
る
な
ど
、
租
税
教
育
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、女
性
部
会
で
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

広
島
市
民
病
院
へ
の
新
品
タ
オ
ル
の
寄
贈
も
20
回

目
を
数
え
、
心
温
ま
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
大

き
く
変
化
す
る
中
、「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義

務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い

う
私
ど
も
に
課
さ
れ
た
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、

国
税
庁
で
は
、
税
務
行
政
の
将
来
像
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
た
「
納
税
者
の
利
便
性
の
向

上
」
と
「
課
税
徴
収
の
効
率
化
・
高
度
化
」
を
2

本
柱
に
税
務
行
政
の
ス
マ
ー
ト
化
を
目
指
し
、
段

階
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活

用
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
Ａ
Ｉ
機
能
を

導
入
す
る
な
ど
税
務
相
談
や
申
告
・
納
付
の
手
続

き
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
徴
収
事
務
を
効
率
化
・
高
度
化
す

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
内
部
事
務
の
集
中
処
理

な
ど
を
通
じ
た
業
務
改
革
を
進
め
、
こ
う
し
た
取

組
に
よ
り
創
出
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
、
国

際
的
租
税
回
避
へ
の
対
応
と
い
っ
た
重
点
課
題
に

的
確
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
広
島
東
法

人
会
の
今
後
の
ご
発
展
と
、
会
員
企
業
の
ご
繁
栄

並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

職名
転入 転出

氏名 旧職名 氏名 新職名

署長 西岡　民裕 広島国税局総務部次長 大北　　貴 退職

筆頭副署長 高橋　伸夫 広島南税務署副署長 梶原　正則 三次税務署長

副署長 石田　俊幸
（法人会担当）

大阪国税局調査第一部
特別調査官

中元　康明
（法人会担当）

広島国税局調査査察部
査察第四部門統括官

副署長 有冨信一郎 （異動なし）

総務課長 木坂　浩子 広島国税局総務部国税広報
広聴室室長補佐 伊佐　清敬 岡山東税務署特別調査官

（総合調査）

法人課税第一部門統括官 杉井　知明 広島国税局課税第二部
法人課税課実務指導専門官 寺戸　隆則 広島国税局総務部納税者

支援調整官（下関派遣）

2020年7月10日発令　広島東税務署人事異動

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 広島東税務署長

西岡 民裕
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2
月
14
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
お

い
て
、
八
王
子
法
人
会
広
報
委
員
会
と
当
会
広
報
委

員
会
に
よ
る
協
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
会
報
誌
編
集
に
つ
い
て
は
会
員
の
方
へ
注

目
し
て
も
ら
う
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
点
、
更
に
は

会
員
増
強
、
租
税
教
育
事
業
な
ど
法
人
会
活
動
全
般

に
わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
王
子
法
人
会
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

2
月
19
日
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広

島
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
会
員
の
皆
様
に

企
業
紹
介
を
い
た
だ

き
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ

て
い
た
だ
く
事
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
入
会

員
6
名
を
含
む
会
員

48
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
14
社
の
皆

様
に
自
社
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

持
ち
時
間
7
分
の
中
で
の
発
表
で
し
た
が
、
業
務

内
容
は
も
と
よ
り
、
法
人
立
ち
上
げ
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
の
苦
労
さ
れ
た
お
話
や
現
在
あ
ら
た
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
、
ま
た
実
技
を
ご

披
露
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り
、
各
社
趣
向
を
凝
ら

さ
れ
大
変
素
晴
ら
し
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
さ
な
が
ら
意
見

交
換
会
の
よ
う
な
活
気
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
も
今
年
度
で
3
回
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
新
入
会
員
・
青
年
部
会
限
定
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
全
会
員
の
皆
様
が
参
加
で
き

る
会
と
し
て
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
た
て
る

よ
う
企
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
組
織
副
委
員
長　

清
水　

秀
樹
）

八
王
子
法
人
会
と
の
協
議
会

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催
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入 会 員 紹 介新 2020年2月〜7月

正
　
会
　
員

●
光
支
部

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

�

東
区
二
葉
の
里
3—

5—

7—

11
Ｆ

�

グ
ラ
ノ
ー
ド
広
島

美
機
電
㈱　

東
区
光
町
2—

10—

3

●
新
天
地
支
部

㈱
朝
日
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

�

中
区
堀
川
町
5—

1　

大
内
ビ
ル

●
牛
田
支
部

㈱
ア
ッ
プ
リ
バ
ー

�

東
区
牛
田
南
2—
3—

34—

2
Ｆ

●
広
島
圏
域

㈱
ビ
ル
ク
ラ
イ
ム

�

安
佐
南
区
緑
井
7—
25—
45

㈱
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｏ

�

西
区
観
音
本
町
2—

3—

7—

3
Ｆ 

山
廣
ビ
ル

サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
合
同
会
社

�

西
区
田
方
3—

909—

1—

1523

㈱
川
田　

安
芸
郡
府
中
町
緑
ケ
丘
9—

22

サ
イ
コ
パ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

�

中
区
広
瀬
北
町
3—

11—

319 

202

�

ソ
ア
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
ポ
ー
ト

●
光
支
部

寄
本　

俊
之

�

東
区
若
草
町
16—

5 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
よ
り
し
ろ

●
白
島
支
部

奥
野　

壽
則

�

中
区
白
島
北
町
12—

2

�

奥
野
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

●
広
島
圏
域

木
下　

裕
介

�

広
島
市
中
区
十
日
市
町
1—

4—

23

�

わ
た
し
の
食
卓
十
日
市

賛
助
会
員

重
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
‥
。

【
旅
情
報
】

　

足
立
美
術
館
に
は
、
数
々
の
美
術
品
の
展

示
が
あ
る
が
何
と
い
っ
て
も
日
本
庭
園
が
有

名
で
あ
る
。
横
山
大
観
の
水
墨
画
を
モ
チ
ー

フ
に
庭
が
広
が
っ
て
お
り
、
遠
く
の
山
々
を

借
景
に
採
り
入
れ
た
壮
大
さ
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。
外
国
人
が
選
ぶ
日
本
庭
園

ラ
ン
キ
ン
グ
№
１
に
17
年
連
続
で
選
ば
れ
て

お
り
、
世
界
に
誇
る
庭
園
と
い
え
る
。

　

休
憩
地
に
は
、
道
の
駅
「
広
瀬
・
富
田
城
」

が
よ
い
。
お
土
産
に
は
広
瀬
絣
が
お
勧
め
。

広
瀬
絣
の
コ
ー
ス
タ
ー
に
「
月
山
」
を
注
い

だ
盃
を
載
せ
て
い
た
だ
く
と
、
そ
れ
は
も
う

旅
の
締
め
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

　

さ
ら
に
、
足
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

島
根
半
島
の
東
端
に
あ
る
美
保
関
に
立
ち
寄

り
た
い
。
天
気
が
良
け
れ
ば
灯
台
か
ら
隠
岐

諸
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
島
根

半
島
の
両
端
に
あ
る
美
保
神
社
と
出
雲
大
社

の
両
参
り
は
「
縁
」
の
御
利
益
倍
増
と
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
。

　

そ
の
酒
蔵
は
、
安
来
市
「
足
立
美

術
館
」
近
く
に
あ
る
。
広
島
か
ら
は

約
200
㎞
の
距
離
で
あ
る
。

　

主
な
銘
柄
は「
月
山（
が
っ
さ
ん
）」。

月
山（
184
ｍ
）に
築
か
れ
た
尼
子
氏
の

居
城「
月
山
富
田
城
」に
由
来
す
る
。

こ
の
山
城
は
、現
在
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
松
江
城
が
築
城
さ
れ
る
ま
で
、

歴
代
の
出
雲
国
守
護
職
の
居
城
で
山
陰
の
要

衝
の
地
に
あ
っ
た
。
難
攻
不
落
の
名
城
と
し

て
有
名
で
あ
る
。ち
な
み
に
近
年
、全
国
山
城

サ
ミ
ッ
ト
も
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　

さ
て
、「
月
山
」。
香
り
、
甘
味
、
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
し
つ
つ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
酒
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
っ
と
口
に

含
ん
で
み
る
と
、爽
や
か
で
膨
ら
み
が
あ
り
、

大
変
飲
み
や
す
い
。
日
本
酒
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
入
門
編
と
し
て
、
若
者
や

女
性
に
勧
め
た
い
銘
酒
。
専
門
家
の
評
価
す

る
鑑
評
会
・
品
評
会
に
お
い
て
も
数
多
く
の

「
金
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
お
墨
付
き
だ
。

　

若
き
社
長
と
杜
氏
・
蔵
人
が
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
、酒
造
り
に
か
け
る
情
熱
・

探
求
心
は
尊
敬
に
値
す
る
（
い

い
意
味
で
「
オ
タ
ク
系
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
）。特
に
、も
ろ

み
を
搾
っ
て
清
酒
が
生
ま
れ
る

工
程
は
実
に
丁
寧
な
作
業
で
、

筆
者
は
「
ゆ
り
か
ご
搾
り
」
と

名
付
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
秋
の
夜
長
に
名

月
を
眺
め
な
が
ら
静
か
に
盃
を

傾
け
る
の
も
楽
し
い
も
の
だ
。

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
10
月
1

日
、
な
ん
と「
日
本
酒
の
日
」と

No.1　吉田酒造「月山」

『中国地方の酒蔵巡り』
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第
30
回
通
常
総
会 

開
催

■
青
年
部
会

　

4
月
22
日
、
第
30
回
青
年
部
会
通
常
総
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
2
0
2
0
年
度
の
基

本
方
針
・
重
点
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

〈
基
本
方
針
〉

　

法
人
会
の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
参
画

し
、
活
動
の
充
実
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
研
修
会
・
親
睦
交
流
等
を
通
じ
て
、

次
代
を
担
う
若
手
経
営
者
あ
る
い
は
経
営
幹

部
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

よ
き
経
営
者
の
団
体
と
し
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
を
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
に

よ
っ
て
企
画
・
実
施
す
る
。

　
「
租
税
教
室
」の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
税

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
租
税
教
育

活
動
へ
の
参
加
促
進
と
さ
ら
な
る
質
的
向
上

を
目
指
す
。

〈
重
点
事
項
〉

　

広
島
東
法
人
会
青
年
部
会
の
事
業
活
動
を

通
じ
た
「
学
び
」「
交
流
」「
社
会
貢
献
」
の

中
で
善
意
（
思
い
や
り
の
心
）
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
会
員
企
業
の
結
束
・
活
性
化
・
発

展
を
目
指
す
活
動
を
す
る
。

〈
2
0
2
0
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

　
「
G
o
o
d 

W
i
l
l　

善
意（
思
い
や
り

の
心
）
を
も
っ
て
活
動
す
る
」

　

2
月
5
日
、
広
島
パ
ー
ク
レ
ー
ン
に
お
い
て
、
ゲ
ス
ト
の
方
々

を
お
招
き
し
て
青
年
部
会
の
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

39
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
小
川
部
会
長
と
ゲ
ス
ト
代
表

の
方
の
始
球
式
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
会
は
終
始
な
ご
や
か
な

ム
ー
ド
で
経
過
し
青
年
部
会
員
と
ゲ
ス
ト
の
方
々
と
の
交
流
を
図

る
非
常
に
楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
2
ゲ
ー
ム

の
熱
戦
の
結
果
、
大
同
生
命
保
険
㈱
の
中
井
さ
ん
が
見
事
栄
冠
に

輝
か
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
プ
レ
イ
後
の
懇
親

会
に
お
い
て
の
歓
談
も
絶
え
る
こ
と
な
く
非
常
に
有
意
義
な
時
間

を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
来
年
以
降
も
こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
継
続
開
催
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
青
年
部
会　

異
業
種
交
流
副
委
員
長　

渡
部
宏
康
）

青
年
部
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

優勝者　中井智之さん

2
0
2
0
年
度
の
事
業
計
画

　

5
月
20
日
、青
年
部
会
の
正
副
委
員
長
会
議（
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な

い
中
で
、
今
年
度
の
事
業
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
事

前
準
備
等
に
つ
い
て
意
思
確
認
が
な
さ
れ
た
。
特
に
、

集
合
し
て
の
会
合
が
難
し
い
現
況
下
に
お
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
く
、
今
後
の

ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ


